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介護と介護事業を守り、よくする！
｢学び｣｢共感｣｢モチベーション｣をもたらす研修シリーズ
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生産性向上＆業務改善2024
■前半を終えて
～振り返り／補足（改善手法･様々な対策）～

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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■第1部 10:00〜11:30
zoomセミナー（参加者のお名前やお顔は出ません）
ご意見/ご感想/ご質問（チャット）に対しリアルタイムに応答

■第2部 11:30〜12:00
口頭でのご質問・ご相談・意見交換タイム
録画はしませんので、可能な限り「顔出し」でお願いします

■セミナー後、「資料」と「動画」を送付します
※法人内のみのご活用にとどめて下さい

■これまでのセミナー動画＋資料は、
一般販売（レンタル）も行っています（500本超！）

ご受講にあたって
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講師プロフィール
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◎昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
◎京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務
◎社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、

有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の実務に携わる
◎15年間の現場経験を経て､平成27年4月｢介護現場をよくする研究･活動｣を目的に独立
◎著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間400回を超える
◎ブログ、facebook、毎朝5:55のライブ配信など毎日更新中
◎YouTubeや動画ライブラリーでは500本以上の動画を配信
◎介護と介護事業を守り、よくする教育インフラ「リーダーズ・プログラム（年会費制）」を主催
◎「継続的な学習」を当たり前に。「リーダー」を1人でも多く増やすために、日々活動中
◎4児の父、趣味はクラシック音楽
◎天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師 ■全国有料老人ホーム協会 研修委員
■稲沢市 地域包括支援センター運営協議会委員 ■7つの習慣アカデミー協会 認定ファシリテーター
■出版実績：中央法規出版、日総研出版、ナツメ社、その他10冊以上
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１〜２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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介護現場をよくする研究・活動
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■よい介護職はいても、よい介護現場はなかなかない……

・１人１人がよくなるだけでは、うまくいかない

・チーム、組織、目標、計画、ルール
リーダーシップ、コミュニケーションなどが必要

・「介護現場」をよくすることで
利用者はもちろん、職員も幸せになれる！

・人と人とがお互いに学び合い
気持ちよく支え合える社会づくり
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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著書・雑誌連載
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内容

利用者・職員から選ばれる！

介護サービス
経営の教科書
人を大切にする経営｢10｣の極意
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本日の内容
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■生産性向上＆業務改善2024

前半を終えて
〜振り返り／改善手法・様々な対策〜

・半年間の振り返り（第1回〜第5回）
・改善手法について
・残業を減らすために
・報連相、情報共有の改善
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生産性向上＆業務改善
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■毎月1回90分＋Q&A（1年間：セミナー＆後日動画）
１．生産性向上について〜全体像を把握して抵抗感を減らす〜
２．生産性向上計画の進め⽅〜業務改善の内容と具体的⽅法〜
３．①職場環境の整備〜５S活動について〜
４．②業務の明確化と役割分担

〜業務全体の流れ、役割分担、テクノロジーの活⽤〜
５．③手順書の作成〜業務の標準化、属人的にしない具体策〜
６．前半を終えて〜Q&A、意見交換〜
７．④記録・報告様式の⼯夫〜記録の書き⽅､タブレット活⽤〜
８．⑤情報共有の⼯夫〜ノートや朝礼、インカムなどの活⽤〜
９．⑥OJTの仕組みづくり〜教える内容と教え⽅の技術〜
10．⑦理念・⾏動指針の徹底〜判断基準がわかるようになる〜
11. 改めて生産性向上計画の全体像と進め⽅
12． 全体を終えて〜Q&A、意見交換〜
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生産性向上＆業務改善
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■特典動画16本！ ●万円相当 ※1年コースお申込みの⽅
・管理職養成講座（全12回）より以下3本

管理職の仕事とは〜⼼構えと⾝につけるべきスキル〜
業務の全体像とその管理〜何を見て､何を管理するのか？〜
｢ルール｣と｢コミュニケーション｣でチームを再点検！

・パワハラにならない指導の具体策
・業務の個別化、ケアマネジメント
・新人研修の⽅法
・ACGs「事業所運営編7本」

環境／接遇／生活の安定と安全／楽しみ・喜び／家族・地域
事業所の維持／チームワーク

・ビジネススキル3本（ロジカル＆クリティカルシンキング
アイデア創出・問題解決）
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本日の内容
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■生産性向上＆業務改善2024

前半を終えて
〜振り返り／改善手法・様々な対策〜

・半年間の振り返り（第1回〜第5回）
・改善手法について
・残業を減らすために
・報連相、情報共有の改善
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前回の内容
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■生産性向上＆業務改善2024

生産性向上について
〜全体像を把握して抵抗感を減らす〜

・令和6年度介護報酬改定より
・生産性向上についてのイメージ
・生産性向上（業務改善）の取り組みの意義と

具体的内容
・介護現場での導入について
・新しいことを始める時の４つの視点
・生産性向上（業務改善）の方法と効果測定
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①人材不足
→賃金アップ、生産性向上

②重度化防止
→リハ・口腔・栄養の⼀体的取組、医療・介護連携

令和6年度介護報酬改定

14
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39 利⽤者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資す
る⽅策を検討するための委員会の開催

指定介護老人福祉施設基準第 35 条の３は、介護現場の生産性向上の取組を
促進する観点から、現場における課題を抽出及び分析した上で、事業所
の状況に応じた必要な対応を検討し、利用者の尊厳や安全性を確保しな
がら事業所全体で継続的に業務改善に取り組む環境を整備するため、利
用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する
方策を検討するための委員会の設置及び開催について規定したものであ
る。なお、本条の適用に当たっては、令和６年改正省令附則第４条にお
いて、３年間の経過措置を設けており、令和９年３月 31 日までの間は、
努力義務とされている。

本委員会は、生産性向上の取組を促進する観点から、管理者やケア等を行
う職種を含む幅広い職種により構成することが望ましく、各事業所の状
況に応じ、必要な構成メンバーを検討すること。なお、生産性向上の取
組に関する外部の専門家を活用することも差し支えないものであること。

生産性向上委員会
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生産性向上推進体制加算
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生産性向上推進体制加算
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生産性向上のガイドライン
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１基本的な考え方
生産年齢人口が減少していく⼀方、介護需要が増大していく中 において 、

介護人材の確保 が 喫緊の課題となっている 。 介護職員の処遇改善を進
めることに加え、介護ロボットや ICT 等のテクノロジーの導入等により、
介護サービスの質を確保 するとともに 、 職員の負担軽減に資する生産
性向上の取組 （介護現場では業務改善と同義と捉えて差し支えない。）
を推進することが重要である。

テクノロジーの導入に関しては、 平成 27 年度から 地域医療介護総合確保
基金を活用した導入支援等を実施して いるところであるが 、導入件数は
増加傾向にある ⼀方 、 令和４年度に実施した 介護現場でのテクノロ
ジー活用に関する調査研究によると、 介護業界全体でみると、 テクノロ
ジーの導入が幅広く進んでいるとはいえない状況である。 また、テクノ
ロジーの導入を行う場合には、介護現場の課題に合わせたテクノロジー
の導入に加え、利用者の状況やテクノロジーの機能に応じた適切な業務
手順の変更及び当該変更された手順に基づく継続的な業務改善の取組が
必要 となるところ 、現場の声として、継続的な取組の実施が難しいと
いった課題もある。

生産性向上推進体制加算の通知より
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現在の介護現場の状況及び将来の社会情勢の変化を 踏まえると 、介護業界
全体で生産性向上の取組 を 図る 必要があ ることから 、 今般 、 令和６
年度の介護報酬改定において、 利用者の安全並びに介護サービスの質の
確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会 （以下
「委員会」という。）の設置 を義務付ける（３年間の経過措置を設定）
とともに、 テクノロジーの導入による効果 の定着に向けて（※）継続的
な活用を支援するため 生産性向上推進体制加算 （（Ⅰ）・（Ⅱ））（見
守り機器等のテクノロジー等を導入し、生産性向上ガイドラインに基づ
いた業務改善を継続的に行うとともに、効果に関するデータ提出を行う
こと等を評価する加算） を 新設 し たところである 。

なお、 厚生労働省 においては、下記６による実績報告 をもとに 、本加算
を算定する介護サービス事業所における生産性向上 の 取組の進展状況を
定期的に把握・分析することとしており、当該分析結果等を踏まえ、加
算の見直しを含む必要な対策を検討することとしている。

（※）これまで に 国が実施した実証事業等に参加をした 介護サービス事
業所等においては、生産性向上の取組による効果の定着に複数年の期間
を要すると いった状況 も ある。

生産性向上推進体制加算の通知より
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ガイドライン（施設サービス版）より
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ガイドライン（施設サービス版）より
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ガイドライン（居宅サービス版）より
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ガイドライン（施設サービス版）より
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３ 介護機器について
加算（Ⅰ）及び（Ⅱ）を算定するに当たっては、以下の介護機器を使用する

必要があること。なお、介護機器の選定に当たっては、事業所の現状の把
握及び業務面において抱えている課題の洗い出しを行い、業務内容を整理
し、職員それぞれの担うべき業務内容及び介護機器の活用方法を明確化し
た上で、洗い出した課題の解決のために必要な種類の介護機器を選定する
こと。

生産性向上推進体制加算
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前回の内容
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■生産性向上＆業務改善2024

生産性向上計画の進め方
〜業務改善の内容と具体的方法〜

・前回の振り返り
・改善活動の準備
・現場の課題の見える化
・実行計画
・改善活動
・（振り返り）
・事例集



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

生産性向上のガイドライン
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上司機能の重要性
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具体的内容領域

法人方針の理解構想力
事業所方針・共通の考え方の設定
現状把握、課題発見、目的・目標設定
実施計画、役割分担、ルール・仕組み作り
文書・口頭・会議・面談による周知・意見交換表現力
上下・横の報連相
理解・共感・承認
PDCA（チェック、改善まで、数字やルールの管理）実⾏力
決めたことの徹底、率先垂範
指導・育成・評価・モチベーション
⼀貫性（考え、言葉、行動）、自律意思力
目的・目標達成のための継続的な試行錯誤、創意工夫
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ガイドライン（支援･促進）より
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ガイドライン（居宅版）より
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ガイドライン（居宅版）より
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生産性向上＆業務改善
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■毎月1回90分＋Q&A（1年間：セミナー＆後日動画）
１．生産性向上について〜全体像を把握して抵抗感を減らす〜
２．生産性向上計画の進め⽅〜業務改善の内容と具体的⽅法〜
３．①職場環境の整備〜５S活動について〜
４．②業務の明確化と役割分担

〜業務全体の流れ、役割分担、テクノロジーの活⽤〜
５．③手順書の作成〜業務の標準化、属人的にしない具体策〜
６．前半を終えて〜Q&A、意見交換〜
７．④記録・報告様式の⼯夫〜記録の書き⽅､タブレット活⽤〜
８．⑤情報共有の⼯夫〜ノートや朝礼、インカムなどの活⽤〜
９．⑥OJTの仕組みづくり〜教える内容と教え⽅の技術〜
10．⑦理念・⾏動指針の徹底〜判断基準がわかるようになる〜
11. 改めて生産性向上計画の全体像と進め⽅
12． 全体を終えて〜Q&A、意見交換〜
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ガイドライン（支援･促進）より
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ガイドライン（支援･促進）より
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ガイドライン（支援･促進）より
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ガイドライン（支援･促進）より
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ガイドライン（支援･促進）より
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新しいことを始める時の４つの視点
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内容視点

WHY？

WHAT？

HOW？

NOW？
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本日の内容
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■生産性向上＆業務改善2024

①職場環境の整備〜５S活動について〜

・前回の振り返り
・天晴れ介護サービスの環境整備の具体策
・ガイドラインの事例より
・プロジェクトの進め方
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参考動画
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環境整備のチェックリスト
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➢整理・整頓・清潔・清掃
といった５S

➢生活の場の環境整備
（快適、生活感、季節感）

➢事故予防・感染症予防

➢自立支援・意欲向上

➢効率性（利用者に近づくために）

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

誰がやっても一定のクオリティに
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「PEAP」とは？
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『認知症高齢者への環境支援のための指針』（PEAP 日本版３）は、施設に
入所している認知症高齢者に対して、広い意味での環境支援を行うための指
針です。
本指針は、大きく8 つの次元により構成されています。８つの次元は、認知
症の方への環境支援の柱（目標）となる項目です。また、それぞれの次元の
下には、環境支援のポイントとなる中項目、さらに支援の具体例が記された
小項目により構成されています。下の図に示すように、小項目は中項目を、
中項目は次元(目標)を、それぞれ達成させるための手段や考え方になってい
ます。
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ガイドライン（施設）より
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ガイドライン（施設）より
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ガイドライン（施設）より
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前回の内容
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■生産性向上＆業務改善2024

業務の明確化と役割分担
〜業務全体の流れ、役割分担、テクノロジー〜

・前回の振り返り
・ガイドラインより

とりわけ「業務時間調査」について
・ガイドラインの事例より
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ガイドライン（施設）より
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ガイドライン（施設）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（在宅版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（医療系）より
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ガイドライン（在宅版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（施設版）より
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本日の内容
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■生産性向上＆業務改善2024

手順書の作成
〜業務の標準化、属人的にしない具体策〜

・前回の振り返り
・ガイドラインの事例より
・手順書の作成と活用について
・個別ケアについて
・法人組織全体の標準化の取り組み
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ガイドライン（施設）より
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ガイドライン（施設）より
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ガイドライン（施設）より
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コンサルティング先の例
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■ヒューマンスキル（全職種共通）／マネジメントスキル（３等級以上）
ジョブスキル（介護等・看護・リハ・栄養・CM・包括・相談・福祉用具
サ高住・調理・事務)
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内容介護事業所の業務とその管理

66

業務項目業務領域
５S、安全性、生活感、自立支援 など環境面

挨拶、言葉遣い、身なり、表情・態度 など接遇面

食事、入浴、排泄、健康管理、リスクマネジメント など生活の安定・安全

趣味、役割、交流、個別ケア など喜び・楽しみ

家族との情報共有・連携、地域交流・連携 など家族・地域

法令遵守、稼働、災害対策、人材の定着 など事業所維持

情報共有、面談、会議 などチームワーク

その他
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源氏物語、すごいですね・・・
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内容介護技術マニュアル ※非売品
チェックリスト60種類＋動画43本約3時間

70
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マニュアルの種類（基礎編）
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■社会人基礎力マニュアル
あいさつ・言葉遣い
身だしなみ
表情・態度
電話
苦情
勤務態度
責任感・協調性・向上心
思考力・行動力
コミュニケーション
個人情報
新人として・上司として
チェックリストの意義と使い方

■介護技術マニュアル
移動・移乗（ベッド上）
移動・移乗（体位変換〜立ち上がり）
移動・移乗（歩行）
移動・移乗（車イスへの移乗）
移動・移乗（車イス介助）
食事・入浴・排泄
口腔ケア
服薬
送迎
更衣
記録
看取り
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内容参考動画
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業務表に落とし込んでみる
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個別状況表／１枚で分かるもの
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本日の内容

75

■生産性向上＆業務改善2024

前半を終えて
〜振り返り／改善手法・様々な対策〜

・半年間の振り返り（第1回〜第5回）
・改善手法について
・残業を減らすために
・報連相、情報共有の改善
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リーダークラスに必要な知識と技術

76

１．「業務」の知識と技術
介護等の日常業務の知識

２．「職責」の知識と技術
職位に応じた権限、法人の方針､計画､規則､基準等

３．「教え⽅」の知識と技術
手順／ポイント／理由、準備／説明／訓練／仕上げ

４．「改善」の知識と技術
固定観念の弊害、分解／疑問／改善案／実施
疑問：なぜ必要／なに目的／どこ／いつ／誰／方法
改善：ECRS（削除／結合／組み替え／簡単（位置／重力／道具／両手）

５．「人間関係」の知識と技術
基本（見る／知る／配慮）､アセス／プラン案／決定と実施／確認
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（施設版）より
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ガイドライン（医療系）より
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ガイドライン（在宅版）より
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業務表に落とし込んでみる
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業務改善計画ワークシート（簡易版）

84
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改善を習慣に！

85

所要時間詳細項目

20分程度個人ワーク2分前月の改善

グループワーク5分

グループごとの代表より発表5分

同上の流れ前月の学び

●分・・・会議本題

10分程度個人ワーク2分今回の気付きと
次月に向けて

グループワーク5分

グループごとの代表より発表5分
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時間外労働削減の対策例
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・人件費について時間外の部分を別に出して把握する
・目的を明確にし、周知する（サービス残業NG）
・申請を徹底する（申請期限を午前中にする法人も）
・ノー残業デイを作る（⼀⻫でなく、個人ごとという法人も）
・1カ月変形労働時間制
・数値目標を決めて取り組む
・業務効率化（記録の ､定型文､その場で実施､フォーマット､マニュアル化）
・業務のルール化（いちいち迷わないように）
・整理整頓、複数担当制
・集中タイムの設定（電話対応、来客対応の職員を決めて、他の人は集中！）
・会議の見直し（内容、時間、頻度、参加者、資料、オンライン化）
・業務の記録、業務の洗い出し、人に任せる
・音声入力等のICTの活用
・職員間の共通認識、コミュニケーションの促進→生産性向上へ
・個人個人の得手不得手をお互いに知る
・感情コントロールを学ぶ
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便利な単語登録機能について
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便利な単語登録機能について
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便利な単語登録機能について

89
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電話連絡

90

デメリットメリット

・相手の仕事を中断させ、時間を
奪ってしまう

・一対一で話すため、複数の相手に
同じ用件を伝えにくい

・伝達できる情報量が少なく正しく
伝えにくい

・記録を残せない
・複数人とコミュニケーションがと

れない
・電話対応が多いことによるストレ

ス増加（折り返しで不在も多い）
・通話料が高い

・文章を作成する手間が省ける
・込み入った内容や細かいニュアン

スを伝えやすい
・相手の反応や温度感を探れる
・すぐに返事がもらえる
・迅速な対応ができる
・社会的な信頼性のために電話を設

置する会社もある

Google AI 参照
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FAX

91

デメリットメリット

・カラーの情報を送れない
・低解像度
・送受信場所が限定される
・リアルタイム、双方向のやり取り

ができない
・誤送信のリスク
・ペーパーレスに逆行している

（受信側のコストもかかる）
・データの管理や検索が難しい

・手書きのものも送れる
・相手の都合を気にせず伝達可能
・同じ情報を複数に伝達可能
・高い普及率
・セキュリティが高い
・使い勝手がいい
・紙で残るので、印刷しなくてよい
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Eメール
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デメリットメリット

・インターネット接続が必要
・端末によっては添付ファイルを閲

覧できない
・誤送信のリスク
・メールチェックをしない人もいる
・リアルタイムのやり取りが難しい
・既読機能がない。
・コミュニケーションが簡素になり

がちで、誤解が生まれやすい
・添付忘れや返信忘れなどのミスが

起こりやすい
・ウイルス感染や詐欺の経路となり

うる

・様々な端末で送受信可能。
・相手の都合を気にせず送受信可能
・1対複数への情報伝達が可能
・機能を使えば複数で同じ情報を

共有できる
・コストが安い
・相手の時間を拘束しない
・丁寧な印象を与えられる
・長文のメッセージやファイル添付

が可能
・国内外の人々と簡単にコミュニ

ケーションをとることができる

Google AI 参照
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チャットなどのSNS
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デメリットメリット

・インターネット接続が必要
・端末によっては添付ファイルを閲

覧できない
・誤送信、情報流出のリスク
・社内教育コストが発生する
・複数ツールの併用により業務効率

が低下する
・対面コミュニケーションが減る
・無駄なコミュニケーションが増加
・情報量が増える
・休日、夜間問わず連絡が来るよう

になる

・文字、画像、動画、音声その他
様々な情報を添付できる。

・様々な端末で送受信可能。
・相手の都合を気にせず送受信可能
・個別、1対複数への情報伝達が可能
・双方向の情報伝達
・SNS によって既読機能あり

Google AI 参照
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本日の内容
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■生産性向上＆業務改善2024

前半を終えて
〜振り返り／改善手法・様々な対策〜

・半年間の振り返り（第1回〜第5回）
・改善手法について
・残業を減らすために
・報連相、情報共有の改善
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問題解決のプロセス
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１．問題の発見（問題＝理想と現実のギャップ）
→｢理想｣が見えていなければ問題も見えない
→｢現実｣も見えていなければただの理想論になってしまう
→大きな問題を具体的な課題に分解して設定する

２．解決策案を複数考える（アイデアを出す）

３．実施（手順、作戦、人を動かす力が必要）

４．確認、振り返り（PDCAを回し、次につなげる）
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生産性向上＆業務改善
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■毎月1回90分＋Q&A（1年間：セミナー＆後日動画）
１．生産性向上について〜全体像を把握して抵抗感を減らす〜
２．生産性向上計画の進め⽅〜業務改善の内容と具体的⽅法〜
３．①職場環境の整備〜５S活動について〜
４．②業務の明確化と役割分担

〜業務全体の流れ、役割分担、テクノロジーの活⽤〜
５．③手順書の作成〜業務の標準化、属人的にしない具体策〜
６．前半を終えて〜Q&A、意見交換〜
７．④記録・報告様式の⼯夫〜記録の書き⽅､タブレット活⽤〜
８．⑤情報共有の⼯夫〜ノートや朝礼、インカムなどの活⽤〜
９．⑥OJTの仕組みづくり〜教える内容と教え⽅の技術〜
10．⑦理念・⾏動指針の徹底〜判断基準がわかるようになる〜
11. 改めて生産性向上計画の全体像と進め⽅
12． 全体を終えて〜Q&A、意見交換〜
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生産性向上＆業務改善
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■特典動画16本！ ●万円相当 ※1年コースお申込みの⽅
・管理職養成講座（全12回）より以下3本

管理職の仕事とは〜⼼構えと⾝につけるべきスキル〜
業務の全体像とその管理〜何を見て､何を管理するのか？〜
｢ルール｣と｢コミュニケーション｣でチームを再点検！

・パワハラにならない指導の具体策
・業務の個別化、ケアマネジメント
・新人研修の⽅法
・ACGs「事業所運営編7本」

環境／接遇／生活の安定と安全／楽しみ・喜び／家族・地域
事業所の維持／チームワーク

・ビジネススキル3本（ロジカル＆クリティカルシンキング
アイデア創出・問題解決）
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管理職養成ベーシック2024
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■毎月1回90分＋Q&A（セミナー＆後日動画）
１．管理職の仕事とは〜⼼構えと⾝につけるべきスキル〜
２．業務の全体像とその管理〜何を見て､何を管理するのか？〜
３．｢ルール｣と｢コミュニケーション｣でチームを再点検！
４．｢業務の標準化｣と信頼性と確実性の高い｢教え⽅の技術｣
５．1対1に強くなる！個別面談（職員を知る）
６．1対1に強くなる！個別面談（定例面談：メンテナンス編）
７．1対1に強くなる！個別面談（定例面談：育成・指導編）
８．チームで成⻑する！｢会議｣｢研修｣｢情報共有｣の具体策
９．｢業務改善｣の具体策〜作戦と手順、反対意見に⽴ち向かう〜
10. 通常業務を制する！タイムマネジメント
11. ｢目標設定･計画⽴案｣と｢目標絶対達成｣の考え⽅と技術
12．まとめ 〜1年を振り返って〜
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CM･相談員｢質の向上｣&｢省力化｣
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■毎月1回90分＋Q&A ※セミナー＆後日動画
１．ケアマネジメントを学び直す必要性について

介護報酬改定内容、自⽴支援、尊厳の保持を中⼼に
２．課題分析（アセスメント）項目の解説
３．生活歴・生活習慣の把握と活⽤／ニーズ抽出と目標設定
４．ケアプラン⽴案／課題整理総括表
５．サービス担当者会議／モニタリング／支援経過
６．運営指導とケアプラン点検の基本
７．運営指導対策その１（運営基準編）
８．運営指導対策その２（算定基準編）
９．運営指導対策その３（居宅サービスの活⽤編）
10．運営指導対策その４（必要書類整備が標準となる仕組み）
11．居宅介護支援事業所の管理運営 その１
12．居宅介護支援事業所の管理運営 その２
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専門職の必須科目！
｢コミュニケーション&面談スキル｣

工藤さん担当
「コミュニケーションスキル」

進さん担当
「面談スキル」

6月①ネガティブな感情に
振り回されない思考法

5月①客観視するスキル

8月②人の心が読めるようになる
【聞き方】の鍛え方

7月②正しく聴くスキル

10月③工藤ゆみの
認知症ケアの視点

9月③本質を問うスキル

12月④リーダー・管理職を
選ぶ視点、育てる視点

11月④現実を見せるスキル

2月⑤スタッフの成長を促す
質問力

1月⑤行動を変えるスキル

100
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継続的な学習の重要性！
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■成⻑のために
・ギャップを埋める＆強みを活かす
・時間とエネルギーをかけた分だけ成⻑する
・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く
・成⻑は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う
・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる
・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える
・学びが理想をつくり、理想が学びを生む
■メンテナンスのために
・いつも良い状態を保てるとは限らない……。
・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要
■自分自⾝、そしてチームワーク
・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる
・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携
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継続的な学習の機会を持つために

102

動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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内容介護現場をよくするライブラリー
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内容空欄介護と介護事業を守り､よくする！

「事業経営の⽅程式」
●組織図●基準･マニュアル●PDCA●ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

事業経営の仕組み化パッケージ！

「教育インフラ」
●研修●動画●グループコンサルティング

基礎の知識･情報から⾏動･成果を導く教育のベース！

リーダーズ･プログラム2024
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「７つの習慣」講座を受講しました！
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「７つの習慣」実践会（予定）

大人数制（法人職員向け）
日中：14時～17時

少人数制（6名限定）
夜間：19時～22時

ー第1回（模擬）6月

ー第2回・第3回（模擬）7月

ー第4回（3日）第5回（25日）8月

ー第6回（8日）→15日に変更9月

第1回（4日）第7回（13日）10月

第2回（29日）第8回（17日）11月

第3回（26日）第9回（21日）12月

第4回（14日）第10回（18日）1月

第5回（6日）第11回（15日）2月

第6回（26日）第12回（15日）3月
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「７つの習慣」実践会
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「７つの習慣」実践会
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内容こちらも是非ご覧くださいませ！
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生産性向上＆業務改善
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